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1 巻、34 頁）とも言っているのであるから、佐久間鼎のこの造語も円了の意に背くものではないであろう。 
それにしても、この「諸学の基礎は哲学にあり」の句は、どのような意味を表しているのであろうか。た












20(1887)年 2 月・3 月。『井上円了選集』第 25 巻、746～749 頁 なお、『純正哲学講義』の末尾に引用され
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